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（１）現状と経緯 

 現在、予算の審査方法については、議案を分割し、所管の常任委員会へ

付託し審査を行っています。 

 行政実例では、この分割付託の方法を「条例案の分割付託は、できないも

のと解する」、また「予算は不可分であって、委員会としての最終的審査は

１つの委員会において行うべく、２つ以上の委員会で分割審査すべきもの

ではない」として認めていません。 

 また、各種の解説書でも、議案の分割付託について、「予算については関

係委員会に付託して審査している例があるが違法であること」、「当初予算

の審査でいつも指摘されていることは、常任委員会への分割付託である。こ

のやり方は違法といわれているが、多くの地方議会で行われている」、「現状

は違法状態が多数派だ」などと解説されています。 

 このように所管の常任委員会に予算を分割付託する方法は、議案一体の

原則に反し、委員会での修正ができないという欠点があると言われてきま

した。 

 そこで市議会の議会改革検討会において、平成 26 年３月から平成 27 年

５月にかけ、「予算審査のあり方」及び「予算委員会の運営方法について」

検討を行い、「予算の審査に当たっては予算委員会を設置し審査を行う」も

のとし、予算委員会の運営方法等については、 

 

①当初予算案の審査については、議長を除く全議員で構成する予算特別委

員会を設置し、分科会方式で行う。 

②予算特別委員会の設置は 12 月定例会最終日に行い、閉会中も予算案の

説明を受けることができるよう、また、予算説明についても全体会を設

け全議員が情報を共有できるよう配慮する。 

 

との協議結果を、議長に答申しました。 

 

 この検討結果は、議長から議会運営委員会へ報告され、議会運営委員会に

おいて、これを了承するとともに、具体的な検討を行い、平成 28 年度当初

予算からは、議長を除く全議員が参加する予算特別委員会を設置し、審査を

行うことが決定されました。 

 

※補正予算については、当面の間、従来通り分割付託による審査を継続する。 

 

１． 当初予算の審査方法の変更について 
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（２）当初予算審査について 

 ○予算特別委員会の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○審査の流れ 

 

2 月 3 日 

 

 

 

 

 

 

2 月 16 日 

 

 

 

 

 

 

 

 予算特別委員会 分科会 

委  員 委員は議長を除く全議員 

（25 名） 

委員は各常任委員会と同じ 

正副委員長 委員長は副議長 

副委員長は議会運営委員長 

正副分科会長は、各常任委

員会の正副委員長 

開催場所 議会棟 第１会議室 各常任委員会と同じ 

出席理事者 市長、副市長、各部長等 

（ただし、議案説明時は 

担当部長及び担当課長） 

各常任委員会と同じ 

予算特別委員会 

（全体会） 

総務安全分科会 

教育福祉分科会 

都市経済分科会 

①予算特別委員会（全体会） －主な事業の説明－ 

財政当局から当初予算案の主

な事業及び新規事業等につい

て説明を行います 

②全員協議会（議案聴取） －議案聴取－ 

予算特別委員会の設置によ

り、ここでの説明は、補正予算

案及び条例案等のみを行いま

す 
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2 月 17 日 

 

 

 

2 月 18 日 

～ 19 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月上旬 

 

 

 

3 月 7 日 

 

 

 

 

～  9 日 

 

 

 

 

 

3 月 16 日 

 

 

 

 

 

 

3 月 24 日 

 

 

③議会運営委員会（議案送付） 

④予算特別委員会（全体会） －当初予算説明－ 

従来、常任委員会で行われてい

た、当初予算案の説明を行いま

す。ここでは、予算案の説明の

みとし質疑は行いません（委員

会に議案が付託されていない

ため審査は行えない） 

⑤本会議（議案付託） 

⑥常任委員会 

⑦分科会 議案に対する質疑、賛成・反対

の意見表明及び意見の集約を

行います（裁決は行わない） 

⑧予算特別委員会（全体会） 分科会長から審査の経過及び

結果報告を行い、分科会長報

告に対する質疑、討論の後、議

案の採決を行います 

⑨本会議（最終日） 

３ 



 

（１）現 状 

 桑名市には、毎年多くの地方議会が行政視察に訪れています。平成２４年

度は２６自治体１９５人、平成２５年度は３０自治体２４３人、本年度は４

月から１２月末までで、２０自治体２０５人となっています。 

 その中で、昨年度、最も多かったテーマは「介護支援ボランティア制度」、

次いで「地域医療再生・病院経営について」でありました。また「地域包括

ケアシステムについて」の行政視察は、先進的な取組事例として、ここ数年

何度か研究テーマに取り上げられています。また本年度は、引き続き「地域

包括ケアシステムについて」、また、ブランド推進事業など市の情報発信の

積極的な取り組み事例について、他議会から視察受入依頼がありました。 

 なお、今年度から視察時に資料代として、１人当たり５００円の徴収を始

めたところです。（１２月末現在で１０万１千円の収入） 

 

平成２７年度 行政視察受入実績 

NO 月日 議会名 人数 視察事項 

１ 5 月 19 日 千葉県柏市議会 15 PFI を用いた図書館事業 

２ 5 月 26 日 兵庫県三田市議会 ８ 介護予防・日常生活支援事業 

３ 7 月 6 日 茨城県取手市議会 ７ ブランド推進事業 

４ 7 月 17 日 岐阜県恵那市議会 13 介護保険新総合事業 

５ 7 月 29 日 兵庫県南あわじ市議

会 

15 地域包括ケアシステムの構築 

６ 7 月 31 日 静岡県藤枝市議会 12 桑名市公共施設マネジメン

ト、議会改革 

７ 8 月 4 日 秋田県大仙市議会 10 議会運営 

８ 8 月 5 日 大分県日田市議会 ９ 介護保険制度改正に伴う新総

合事業 

９ 8 月 6 日 大阪府大東市議会 19 桑名駅前再開発事業 

10 8 月 10 日 静岡県、静岡市議会 ４ 先進的都市型スマート住宅供

給事業 

11 10 月 6 日 佐賀県みやき町議会 ８ 健康増進施設整備事業、民間

資金等活用事業推進機能の活

用、エコタウン 

２． 行政視察の受け入れについて 

 

４ 



12 10 月 7 日 北海道江別市議会 10 介護予防・日常生活支援総合

事業、認知症初期集中支援チ

ーム 

13 10 月 21 日 静岡県御前崎市議会 11 子育て支援事業 

14 10 月 22 日 兵庫県淡路市議会 13 地域包括ケアシステムの構築 

15 10 月 27 日 山形県上山市議会 ９ 介護支援ボランティア事業 

16 11 月 5 日 北海道釧路市議会 10 地域包括ケアシステムと介護

予防・日常生活支援総合事業 

17 11 月 5 日 広島県 ７ 地震自動解錠防災ボックスの

設置 

18 11 月 6 日 静岡県静岡市議会 13 地震自動解錠防災ボックスの

設置 

19 11 月 9 日 千葉県鎌ケ谷市議会 10 ブランド推進事業 

20 11 月 18 日 兵庫県三田市議会 ４ 商店街の活性化策と寺町通り

商店街 

 

（２）課 題 

 毎年、多くの視察を受け入れていますが、視察による宿泊や消費に伴う

経済効果は微々たるものであります。今後は、受け入れ条件として、市内

での宿泊、もしくは食事を行うことを検討していきます。 

 

（３）今後の取り組み 

 今年度から視察時に資料代として、１人当たり５００円の徴収を行った

ところ、視察人数の増加と相まって予想以上の収入となった。 

 来年度は、資料代を１人当たり１，０００円とし、独自の収入確保に努め

ていきます。 

 

 

 

５ 


